
 
  

 

教頭 中出 真勇 

 4 月 26日から28日まで、2泊3日の修学旅行に出かけました。当初

関東方面を目的地に計画されていましたが、道南・函館での実施となりま

した。 

 1 日目はバスで大沼公園へ。昼食後にコース別体験学習を行いました。

その後、函館市内に移動し、トラピスチヌ修道院を地元のガイドさんの案

内付きで見学しました。ベイエリア、金森倉庫群にある函館ビアホールに

移動して夕食、小雨混じりでしたが函館山からの夜景見学を行いました。 

 2 日目は「ラビスタ函館」の豪華な朝食バイキングを楽しんだ後、班行動での函館自主研修。五稜郭を

チェックポイント、宿となる旅館「啄木亭」をゴールとして、班ごとに計

画した見学地を巡りました。あいにくの強風でしたが、満開の桜を見なが

らの見学となりました。夕食後には学年レク、素早く行動できたおかげで

生まれた時間が自由時間の延長となり、皆楽しく過ごしました。 

 3 日目は、8グループに分散して、職業体験学習を行いました。その後

「ラジェンドプラザ新函館北斗」に移動して昼食バイキング。その後はバ

スで江別に戻ってきました。 

 修学旅行の出発前、私は集会で修学旅行は「義務教育９年間で身につけた力を発揮する、みんなが社会

人として通用する力が身についているかを試す旅行である」と話しました。

そのためには「話を聞く時に相手を見る、挨拶をちゃんとする、時間とルー

ル・マナーを守る」の３点を特に意識しようと呼びかけました。これは、校

長先生が先だっての認証式の中で、「三中 生徒・教師のABC（あたり前の

ことを、ばかにしないで、ちゃんとやる）をこの１年のスローガンとして心

がけて欲しい」とお話ししたことを、旅行中の心構えとして具体的に話した

ものでした。 

 旅行に出発すると、私が話した３点については、皆しっかり意識してくれた様で、頼もしく思いまし

た。実際、三中生と触れあった大人（職業体験の講師の方など）から「一生懸命話を

聞いてくれ、反応もしてくれて、私も楽しく嬉しい気持ちになりました」と声をかけ

ていただくなど、誇らしくも感じていました。 

 課題がなかったわけではありません。旅先で友達と過ごし、食事をともにする楽し

さから、どうしても「黙食」がしっかりできず、１日目から何度か先生方から注意さ

れる場面がありました。旅行の楽しい思い出作りの中で、「黙食」を徹底することはか

わいそうにも思いましたが、修学旅行中に食事をともにしたグループ内で感染が広が
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る例が多かったため、出発前から強く指導していました。そのような中で

も、生徒たちのリーダーとして旅行中活躍していた実行委員の生徒たちか

ら「黙食がちゃんとできていない」ことが１日目の反省点としてあげら

れ、先生方に言われる前に「黙食の呼びかけを強化しよう」と確認された

ことは、心強く感じられたところです。この黙食については、最終日まで

には徐々に改善されていきました。 

 私にとっては４月に赴任し、まだ会ったばかりの生徒達を引率した修学

旅行。普段から私に「教頭先生、私の名前覚えて！」「団長！こんにち

は！」など、積極的に話しかけてくれる生徒たちから「人なつっこいやさ

しさ」を良さと感じていました。今回のこの旅行を通じて、三中の生徒の

素晴らしいと感じた姿をあげます。「困っている仲間を率先して助けてあげ

る姿」「誰かの失敗を非難したり茶化したりすることがあったとしても、相

手が落ち込む前にカバーやフォローをして

あげている姿」「男女関係なく協力し合う姿」「言われたことは素直に反

省し、改善しようとする姿」です。 

 私は、旅行中の集会の中で次の課題を「言われる前に、何をすべきか

周りを見てよく考え、行動できることを増やすこと」と話しました。自

分で判断し責任感を持ってやりとげること、より良い方法を考え、見つ

け出し創造すること、仲間とともに実現することが、将来にわたって必

要な力です。そんな力を身につける良いきっかけになった旅行であった

と感じています。 

 最後に、私が旅行中に一番印象に残ったことを紹介します。職業体験

で訪れたキャンドルショップ「710candle」の主宰、和泉詩織さんの

「運動でもゲームでも、好きなことを突き詰めてやり続け、それを『人

のために役立てるためにはどうしたらいいか』を考えると、自分に適し

た職業になる」という言葉です。中学生は好きなことを職業にしたいと

考える時期。「人のために」という視点を持って、自分の将来を考えて欲

しいと思いました。 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 江別市内のコロナウイルス感染症の感染拡大がなかなか落ち着かない状況が続いています。市内の感染

状況について調べて見ると、若年層において感染が拡大している傾向があり、また、家庭内で感染が広が

っているようです。なお、現在の基準では「生徒の同居家族に未診断の発熱・せきがある場合は、その生

徒は出席停止」となっています。また、生徒本人がPCR 検査等、コロナウイルス罹患の有無を調べる検

査を受けることになった場合は、受けた前後に関わらず、学校までご一報下さい。 



 

 

－ 年度初めの様々な行事がありました － 

 始業式・入学式が終わり、新１年生も含めた第三中学校の日常生活が始まりました。11日には

新入生オリエンテーション、12 日には交通安全教室、18 日には認証式があり、本格的に生徒の

自治活動である委員会活動がスタートしています。また、部活動の見学期間と入部届の提出もあり

ました。 

 オリエンテーション、認証式、いずれもコロナウイルスの感染拡大前は全校集会形式で行ってい

ましたが、今年度はすべて感染症拡大予防対策として各教室に映像

と音声を配信するリモート集会として実施しています。交通安全教

室は 1 年生のみ体育館での集会、2・３年生は教室でリモート集会

となりました。 

 オリエンテーションでは、第三中学校の生徒会の仕組みや各委員

会の活動内容の紹介、部活動の活動紹介がありました。リモートで

も２，３年生は１年生がわかりやすいように、また、少しでも新入

部員が増えるよう工夫のある発表が見られました。 

 交通安全集会では、江別警察署の方を講師に迎え、交通ルールを守

ること、特に自転車の安全な乗り方について説明していただきまし

た。三中の校区に限らず、全国的に中高生の自転車の危険走行が問題

となっていますし、歩行していても注意力不足で危険に気づくのが

遅れるなどの問題があります。学校でも継続的に指導しますが、ご家

庭や地域でも是非ご指導下さい。 

 認証式では、各委員会の委員長より委員となった生徒の呼名があ

りました。今回はリモートでしたので、呼名された生徒はそれぞれの

教室で返事をして立ち上がる形式で行われました。元気よく返事が

聞こえてくる教室もあれば、大きな拍手で期待を伝える教室がある

など、全体的には新たな委員を応援する雰囲気を感じました。認証式

後には早速、今年度最初の委員会が有りました。委員長中心に前期の活動計画の審議、日常活動の

やり方の確認などが精力的に行われ、三中の伝統が確実に引き継がれていく様子と自治的な活動の

始まりが感じられ、頼もしい雰囲気でした。 

－ 学力検査も 2 つありました － 

13日に標準学力検査、19日には３年生のみですが、全国学力・学

習状況調査（以下全国学テ）が行われました。標準学力テストは、前

年度までの学習の定着状況を確認し、主に教科担任の授業改善に役立

てること、生徒には復習すべきポイントのアドバイスに活用されるも

のです。全国学テは、文部科学省による調査です。今年度は国語と数

学に加え、理科も調査対象となりました。結果は 11月頃に戻ってき

ますが、その前に学校内でも独自に採点し、国語・数学・理科の結果

から三中の生徒の学力の特徴を分析し、この３教科に限らず全教科で授業の改善に役立てる資料と

して活用します。 

なお、第三中では、今年度は10月 28日に、江別市教育研究会の事業として、江別の先生方に

授業を公開するとともに、これまでの授業研究と改善の成果を発表することになっています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

感染拡大予防の一環として、５月に予定していた PTA 役員会や学校運営委員会などを延期や書

面による会議に変更し、また、５月末に行われる体育祭は、急な変更に対応できるよう 28日土曜

日の開催から、27日金曜日の開催に変更しています。学校運営委員会については、地域の方の中

には傍聴を希望していた方もいらっしゃると思いますが、今回は書

面による開催としておりますのでご理解いただきますようお願いし

ます。体育祭は今年度も来賓を招待せず、各家庭2名までのご観覧

とします。また、平日に移動したことに伴い、お弁当持参ではなく

給食があります。今後も感染予防のために地域やご家庭のご希望に

添えないこと・ご理解とご協力をお願いする場面が多々あると思い

ますが、何卒よろしくお願いします。 


